
石ころワークショップ
～石ころ妄想図鑑のイラストができるまで～



自己紹介後、なるべく知らない人同士が一緒になるように（知って
いる人たちでかたまらないように）4班に分かれてもらいました。



まずは、石ころ（岩石）に関する知識を吸収する前に（毒されてい
ないうちに）、石ころをどのように感じるか、書き出してもらいまし
た。とにかく、石ころを“感じてもらう” ことを大切にしました。



石ころを感じてもらったら、本日のワークショップの趣旨説明。
石ころの魅力を紹介するイラストを作りたい！



石ころのでき方や特徴など、さまざまな情報を調べ、何が一押しの
情報なのか（ほかの人に知ってもらいたいのか）を話し合います。



その後、講師のササオカミホさんから情報をどのように提示したら
よいのか、レクチャーをしていただきました。

講師の紹介
ササオカミホさん
地球科学出身のサイエンスデザイナー
SASAMIGEOSCIENCE代表取締役
単に綺麗で解りやすいだけのデザインでは不十分と考え
多様な立場の人にとって意味のある情報の形を目標に
「問題提起」のデザインを提案しています
（SASAMIGEOSCIENCEのホームページより）



調べた情報を総合化して、1枚のイラストに仕上げていきます。



完成したイラストについて説明しあって情報共有しました。同時に、
こうした方がもっと良いかもといったアドバイスも出し合いました。



ササオカミホさんには石ころワークショップの様子をグラレコしてもらいました。



ワークショップの作品集
これらをササオカミホさんにブラッシュアップしてもらい妄想図鑑のイラストとして

仕上げていただきました。

イラスト画像や標本ラベル・写真の使い方に関するお願い
このホームページに掲載されている写真やイラスト、石ころ標本のラベルなどを、学校の授業やイベントなど
で使用する場合（印刷して配布するなど）は、「だいちのかけらプロジェクト（信州大学教育学部竹下研究室）
ホームページより」と明記してください。そのほか使用に関しての質問は、takey@shinshu-u.ac.jpまでご連絡を
お願いします。






























